
とよのとよの
曲がりくねって、ただいま。曲がりくねって、ただいま。
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豊能町豊能町
ホームページホームページ 特集「町政懇談会を開催しました」特集「町政懇談会を開催しました」

第27回　とよの大好きフォトコンテスト【最優秀作品】第27回　とよの大好きフォトコンテスト【最優秀作品】
「古刹の秋」「古刹の秋」

（第27回　とよの大好きフォトコンテスト審査結果は4頁に掲載）（第27回　とよの大好きフォトコンテスト審査結果は4頁に掲載）



　
令
和
７
年
10
月
18
日
か
ら
12
月
７
日
に

わ
た
り
、
町
内
の
14
自
治
会
を
対
象
に
町

政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
豊
能
町
の
健
康

と
福
祉
」
と
し
、
自
治
会
ご
と
に
懇
談
会

を
行
い
、
町
長
の
考
え
や
思
い
な
ど
を
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
１
０
名
余
り
の
参
加
が
あ
り
、
ど
の

自
治
会
で
も
活
発
な
ご
意
見
、
ご
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※�

紙
面
の
都
合
上
、
同
じ
内
容
の
質
問
は

要
約
し
、
ま
た
用
語
の
修
正
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆�

町
内
の
病
院
が
減
っ
て
い
る
。
整
形
外

科
な
ど
の
病
院
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　
整
形
外
科
が
町
内
に
無
く
な
っ
た
の
は

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
誘
致

に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
が
、
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。
引
き
続
き
、
開
院
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆�

国
保
診
療
所
は
、
毎
日
受
診
で
き
る
の

で
、
あ
り
が
た
い
。
何
か
あ
っ
た
時
に

は
、
特
定
健
診
な
ど
の
デ
ー
タ
を
利
用

し
て
診
察
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
、
阪

大
病
院
、
池
田
市
民
病
院
な
ど
を
紹
介

し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心
で
あ
る
。

　
何
か
あ
っ
た
際
に
池
田
市
民
病
院
を
紹

介
さ
れ
て
安
心
し
た
と
の
声
も
聞
い
て
い

ま
す
。
身
近
な
診
療
所
と
し
て
、
歯
科
も

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

長
年
、
要
支
援
１
の
ま
ま
継
続
し
て
い

る
方
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
を
表
彰

す
る
制
度
な
ど
、
さ
ら
に
健
康
に
取
組

む
励
み
に
も
な
る
の
で
、
考
え
て
ほ
し

い
。

　
他
の
自
治
体
で
の
取
組
み
を
参
考
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

◆�

介
護
を
受
け
な
い
た
め
に
運
転
な
ど
を

頑
張
っ
て
い
る
が
、
免
許
返
納
後
の
移

動
手
段
が
な
く
な
る
た
め
、
何
か
対
策

を
し
て
ほ
し
い
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
い
た
だ
き
、

介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
お
で

か
け
く
ん
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
取
組
み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
講
演
会
に
行
っ
た
が
、
自
治
会
が
取

組
む
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
実
施
に
向
け
て
取
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
運
営
費
等
に
対
す
る
町
か
ら
の
補
助

は
な
い
の
か
。

　
車
両
購
入
費
や
維
持
管
理
費
に
対
す
る

補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の

で
、
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

◆�

お
で
か
け
く
ん
は
、
町
内
し
か
使
え
な

い
。
箕
面
病
院
ま
で
使
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

　
以
前
は
、
近
隣
の
公
立
病
院
へ
も
利
用

可
能
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ニ
ー
ズ
が
高

く
な
り
、
一
件
一
件
の
移
動
時
間
が
長
時

間
と
な
っ
た
事
や
、
運
転
手
の
人
手
が
足

り
な
い
状
況
等
に
よ
り
、
現
在
、
町
内
の

運
行
に
限
定
し
て
い
ま
す
。
病
院
が
行
っ

て
い
る
送
迎
や
、
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用

い
た
だ
き
、
介
護
タ
ク
シ
ー
で
あ
れ
ば
箕

面
病
院
ま
で
利
用
す
る
と
運
賃
の
一
部
と

し
て
お
で
か
け
く
ん
の
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆�

高
齢
化
率
が
上
が
り
少
子
化
に
な
っ
て

い
く
。
町
の
財
政
状
況
は
成
り
立
っ
て

い
く
の
か
。

　
人
口
規
模
に
合
わ
せ
た
事
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
３
万
５
千

人
を
想
定
規
模
と
し
て
い
た
事
業
か
ら
、

１
万
５
千
人
を
想
定
規
模
と
し
た
事
業
へ

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設

の
再
編
・
複
合
化
、
義
務
教
育
学
校
の
整

備
等
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

案
内
一
般
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・
福
祉
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・
生
活
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混
ん
で
お
り
座
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
バ
ス
の
乗
務
員
不
足
の
た
め
、
他
の
地

域
で
は
黒
字
路
線
で
も
減
便
、
廃
止
と

な
っ
て
い
る
路
線
も
あ
り
、
町
内
の
赤
字

路
線
も
減
便
、
廃
止
と
な
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
バ
ス

に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
移
動
手
段
と
し
て

積
極
的
に
活
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆�

町
内
の
タ
ク
シ
ー
は
、
午
前
中
は
病
院

の
送
迎
が
、
午
後
と
夜
は
比
較
的
余
裕

が
あ
る
よ
う
で
す
。
タ
ク
シ
ー
が
存
続

で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に
使
う
手
段
を

考
え
て
ほ
し
い
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

◆�

子
ど
も
の
防
犯
が
心
配
で
あ
る
。
監
視

カ
メ
ラ
な
ど
は
設
置
し
て
い
る
の
か
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
以
前
に
自
治
会
に
補

助
金
を
出
し
て
設
置
し
て
も
ら
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
小
学
生
に
な
れ
ば
、
オ
ッ

タ
、
ミ
マ
モ
ル
メ
な
ど
の
見
守
り
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

町
に
熊
が
出
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
広
域
で
対
応
で
き
る
よ
う
会
議
を
開
い

て
い
ま
す
。
大
阪
府
や
豊
能
警
察
、
猟
友

会
と
連
携
し
て
現
場
確
認
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
た
ん
ぽ
ぽ
メ
ー
ル
等
で
情
報
発

信
を
行
い
、
自
治
会
へ
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
内
で
も
目
撃
情
報
は
あ
り

ま
す
が
、
具
体
的
な
被
害
報
告
は
聞
い
て

い
ま
せ
ん
。

◆�

熊
は
ま
だ
少
な
い
が
、
鹿
、
イ
ノ
シ
シ

の
個
体
数
が
多
い
の
で
、
絶
対
数
を
減

ら
す
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。
電
気
柵
な

ど
で
は
限
界
が
あ
る
。

　
町
で
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
国
に

も
対
策
を
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

※�
こ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
＝
総
合
政
策
課

☎
７
３
９
‐
３
4
１
２

◆�

今
後
、
若
年
層
の
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減

少
し
て
い
く
た
め
、
現
状
の
問
題
に
対

す
る
対
策
で
は
な
く
、
若
年
層
の
人
口

を
増
や
す
た
め
に
将
来
を
見
据
え
た
取

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ま
で
も
給
食
費
や
乳
幼
児
医
療
の

無
償
化
、
家
屋
除
去
費
用
や
空
き
家
の
家

財
道
具
処
分
に
対
す
る
支
援
、
通
学
費
補

助
、
移
住
就
職
応
援
支
援
金
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
新
婚
世

帯
へ
の
補
助
、
妊
婦
へ
の
タ
ク
シ
ー
代
補

助
、
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
の
支
給
な
ど
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
住
宅
の
建
て
替
え
が
見
ら
れ
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
今
後
も
財
政
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆�

ハ
ニ
タ
ス
の
運
行
結
果
を
教
え
て
ほ
し

い
。

　
ハ
ニ
タ
ス
の
運
行
報
告
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
令
和
７
年
10
月
広
報

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
の
問
題
か

ら
持
続
的
な
運
行
は
難
し
い
状
況
で
す
。

◆�

阪
急
バ
ス
は
、
朝
の
池
田
行
き
の
８
時

台
が
な
く
な
り
、
７
時
台
の
み
に
な
っ

た
。
働
く
人
に
と
っ
て
は
、
大
変
で
あ

り
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ス
を
使
い
た
く
て
も

使
え
な
い
。
ま
た
、
７
時
台
の
バ
ス
は

実
施
日
・
自
治
会
名

10
月
18
日　
木
代
自
治
会

10
月
28
日　
新
光
風
台
自
治
会

11
日
２
日　
東
と
き
わ
台
自
治
会

　
　
〃　
　
川
尻
自
治
会

11
月
８
日　
希
望
ケ
丘
自
治
会

11
月
９
日　
切
畑
自
治
会

11
月
14
日　
高
山
自
治
会

11
月
15
日　
光
風
台
自
治
会

　
　
〃　
　
と
き
わ
台
自
治
会

　
　
〃　
　
余
野
自
治
会

11
月
28
日　
野
間
口
自
治
会

11
月
29
日　
寺
田
自
治
会

12
月
７
日　
吉
川
自
治
会

　
　
〃　
　
牧
自
治
会
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万里一空万里一空
　「行く春や鳥啼き魚の目は泪」 これは、江戸時代の有名な俳人である松尾芭蕉が奥の細道の
旅に出る際、見送る人々が別れを惜しむ様子を詠んだ句とされていますが、３月は、卒業や
転勤、引っ越しなど、周りの環境が大きく変わり、慣れ親しんだ人々との別れの季節です。
　本町でも、４月の義務教育学校の開校により、西地区ではそれぞれの小学校で最後の卒業
式が行われ、学校が閉校となることで皆さんの中にも慣れ親しんだ学校との別れを惜しまれ
る方もおられると思います。
　義務教育学校の開校や閉校となる学校施設の跡地の利活用により、これから町の環境も大
きく変わることになると思いますが、引き続き、町の将来を見据えたまちづくりを着実に進

めてまいりますので、よろしくお願いいたします。
　さて、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対する支援として国から措置
される物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金ですが、本町におきましては、１月22日に開催されました
町議会において、約２億３千万円の予算を可決いただき、１人あたり１万２千円分のお買い物券を配布する事
業のほか、国が児童手当受給者等に対象児童ひとりあたり２万円を支給する「物価高対応子育て応援手当支給
事業」に加え、町が独自に「子育て生活応援給付事業」として５千円を支給するなど、物価高騰の影響を受け
ている住民の皆さんや子育て世帯に対する支援等を行うことといたしました。
　現在、それぞれの事業につきまして、実施に向けた準備を進めているところですが、国の臨時交付金を活用し住民
の皆さんの食料品価格等の物価高騰による負担を軽減できるよう努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。
　なお、臨時交付金を活用する事業は次のとおりです。

事業名 事業の概要 事業費（千円）
お買い物券配布事業 お買い物券（12,000 円／人）の配布 211,856
子育て生活応援給付事業 対象児童に給付金（5,000 円／人）を支給 7,859
介護施設等支援事業 介護施設・介護サービス事業所・障害福祉サービス事業所等に支援金を支給 8,900
おでかけくん車両買替事業 おでかけくん車両を買い替え、在宅高齢者等の外出を支援 2,290
里山緩衝林整備事業 農業関係者に対して、獣害対策緩衝帯整備に係る経費を支援 1,000

町長　上浦　登町長　上浦　登

第２7回　とよの大好きフォトコンテスト審査結果
　「私のお薦めする豊能町の絶景スポット」のテーマで町内外から 25名、49点の作品の応募がありました。
　1月6日に厳正な審査が行われ、最優秀賞1点、優秀賞3点、入賞13点、ファミリー賞8点が下記のとおり選ばれました。
　なお、展示は 1月 20日から 31日まで、表彰式は 31日にいずれも西公民館で行われました。

作品名 撮影場所 応募者氏名 住所
最優秀作品（１点）

｢大阪府知事賞」 古刹の秋 朝川寺（木代） 玉置　喜章 川西市水明台
優秀作品（３点）

「豊能町長賞」 寺田のカヤの木 寺田 福田　侑花 川西市西畦野
「（公財）大阪観光局理事長賞」初雪の八幡神社 吉川 桑名　弥栄 豊能町光風台
「豊能町観光協会会長賞」 白亜の森にて 吉川 吉岡　雅朗 豊能町新光風台

入賞作品（13点）

「入　賞」

輝いてる！（高山） 高山 東　美枝子 豊能町東ときわ台
夜桜 新光風台 山口　正秀 豊能町新光風台
森の中の卵 初谷川（吉川） 山本　幸久 豊能町ときわ台
散歩道　夏の午前 新光風台 大曽根　正範 豊能町新光風台
雲に包まれる高代寺山 一庫ダム展望台から新光風台方面 廣瀬　敬治 豊能町新光風台
とよのの森の幻想 吉川 熊谷　隆 豊能町光風台
雲海にたゆたう 鉄塔付近（新光風台） 井畑　亜紀子 豊能町新光風台
郷愁 オイスカ（吉川） 中屋　省三 豊能町東ときわ台
嬉しい出合い 高代寺（吉川） 桐谷　美穂子 豊能町新光風台
隠れ路 東ときわ台 安部　長成 豊能町光風台
陰に陽を見出す とよのコスモスの里 浅地　尚子 豊能町光風台
初夏のアルストロメリアと飛行機雲 八幡神社付近 吉川　陽 豊中市穂積
初谷川上流左岸の杉林下に自生する熊谷草 吉川 梶本　式男 豊能町ときわ台

ファミリー賞（8点）
「能勢町観光協会賞」 愛しのルリビタキ 新光風台 前谷　誠子 豊能町新光風台
「能勢妙見山観光協会賞」 雨の朝 ときわ台 笹川　幸廣 豊能町ときわ台
「能勢電鉄株式会社賞」 花ざかりのシートス 新光風台 奥　康信 能勢町倉垣

「大阪北部農業協同組合長賞」夏休みの思い出 ふれあい広場（東ときわ台） 大畠　隆 豊能町ときわ台
「池田泉州銀行ときわ台支店長賞」楽しいブランコ 東ときわ台９丁目公園 佐藤　千鶴子 川西市東畦野

「かめたに賞」 代田に映ゆる 初谷入り口（吉川） 教野　道雄 豊能町ときわ台
「山口食品賞」 秋風が似合う道 光風台 大竹野　晴久 豊能町光風台
「だいやす賞」 静寂 考鬮寺（吉川） 原田　忠昭 豊能町新光風台

問＝農林商工課　☎739-3424
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高
山
の
美
味
し
い
真
菜
を

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

真
菜
祭
り
の
ご
案
内

　
今
年
も
「
真
菜
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
真
菜
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
か
ら

地
域
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
野
菜

で
、
「
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
」
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
漬
物
や
炒
め
物
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
料
理
方
法
で
美
味
し
く
食
べ
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　
当
日
は
、
屋
台
、
ダ
ン
ス
、
太
鼓
、
漬

物
づ
け
体
験
な
ど
の
出
し
物
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

時
＝
３
月
29
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

午
前
10
時
～
午
後
３
時

受
付
場
所
＝
高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　
右
近
の
郷

※�

事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
受
付
で
料
金
を
お
支
払
い
後
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

￥
＝
お
ひ
と
り
１
，０
０
０
円（
税
込
み
）

※
真
菜
２
㎏
の
お
土
産
付
き

持
＝
汚
れ
て
も
良
い
服
装
・
靴
（
長
靴
）
、

軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

問
＝
高
山
真
菜
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
‐
５
９
７
３
‐
３
１
１
５

（
高た

か
ぎ木

）

ま
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
設
し
ま
す
。

※�

平
日
８
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で
受
付

相
談
開
始
は
午
前
９
時
か
ら

※�

混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
0
5
7
0
‐
０
０
‐
5
9
0
1

豊
能
税
務
署　
☎
7
5
1
‐
2
4
4
1

令
和
８
年
度
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
各
種
教
室
受
講
生

募
集

①
健
康
体
操
教
室

時
＝
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師
＝
北
中
豊
美
氏

員
＝
10
名
程
度　
　
￥
＝
無
料

対
＝
１
年
間
参
加
が
可
能
な
方

②
茶
道
教
室

時
＝
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　
午
前
10

時
～
午
後
３
時
ま
で
の
希
望
す
る
時
間

講
師
＝
井
田
恵
美
子
氏
（
裏
千
家
）

員
＝
７
名
程
度

￥
＝
３
，
６
０
０
円
／
年
（
材
料
代
）

対
＝
１
年
間
参
加
が
可
能
な
方

申
込
期
限
＝
３
月
16
日
（
月
）

所
＝
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
野
間
口
３
２
２
‐
１
）

申
・
問
＝
住
民
人
権
課

☎
7
3
9
‐
3
4
0
2

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

案
内
一
般

案
内
一
般

町
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書

や
郵
送
物
に
使
用
す
る
文
字

（
デ
ザ
イ
ン
）が
変
わ
り
ま
す

　
法
律
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
作
成

し
た
「
行
政
事
務
標
準
文
字
」
の
導
入
を

進
め
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
自
治

体
ご
と
に
順
次
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

字
形
（
部
首
の
大
き
さ
や
は
ね
・
は
ら
い

の
曲
線
、
一
部
の
長
さ
な
ど
）
が
変
わ
る

場
合
が
あ
る
一
方
で
漢
字
の
骨
組
み
（
字

体
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
住
民
票
の
写
し

や
自
治
体
か
ら
の
郵
送
物
に
用
い
る
文
字

が
対
象
で
す
が
、
戸
籍
の
文
字
や
申
請
書

等
手
書
き
で
使
う
文
字
は
従
来
ど
お
り
で

す
。

　
詳
し
く
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
デ

ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ホームページはこちら

問
＝
住
民
人
権
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
１
８

住
宅
の
改
修
に
対
す
る
固
定

資
産
税
（
家
屋
）
の
減
額
措

置
制
度
の
お
知
ら
せ

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
耐
震
改

修
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、省
エ
ネ
改
修
を

行
っ
た
場
合
、翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。工
事
完

了
後
、３
カ
月
以
内
に
申
告
が
必
要
で
す
。

　
改
修
工
事
の
確
認
の
た
め
、
事
前
に
連

絡
の
上
で
職
員
が
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
制
度
適
用
の
要
件
、
申
告
手
続
き
の
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
減
額
措

置
の
適
用
は
一
回
限
り
で
す
。

問
＝
税
務
課　
☎
７
３
９
‐
３
４
１
７

豊
能
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
申
告
・
納
期
限
】

　
令
和
７
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
、贈
与
税
の
申
告・納
期
限
は
３

月
16
日（
月
）、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
申
告・納
期
限
は
３
月
31
日（
火
）で
す
。

　
申
告
期
限
間
際
の
確
定
申
告
会
場
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
e
‐
T
a
x
）

で
の
提
出
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、国
税
の
納
付
は
、便
利
な
振
替
納

税（
口
座
引
落
し
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
告
会
場
に
つ
い
て
】

　
豊
能
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
３
月

16
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
ま
た
、
消
費
税

申
告
の
た
め
の
会
場
を
３
月
31
日
（
火
）
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と
よ
の
就
農
支
援
塾　

第
10
期
生
募
集

　
農
業
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
、
「
と

よ
の
就
農
支
援
塾
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
就
農
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
て
、

農
業
技
術
を
は
じ
め
、経
営
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。今
回
、４

月
か
ら
開
校
す
る
第
10
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
塾
の
詳
細
・
申
込
用
紙
等
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。詳しくはこちら

申
込
期
間
＝
３
月
２
日
（
月
）
～
13
日

（
金
）
必
着

面
接
日
＝
３
月
20
日
（
金
・
祝
）

申
・
問
＝
農
林
商
工
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
４

農　業　委　員 農地利用最適化推進委員

農業委員 ･農地利用最適化推進委員を募集します
　現在任命・委嘱している農業委員・農地利用最適化推進委員の任期が令和８年７月に満了（任期３年）する
ことから、次のとおり委員を募集します。

問＝農業委員会事務局（農林商工課内）　☎739‐3424

豊能町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例に基づき支給豊能町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例に基づき支給

３月２日（月）～27日（金）【必着】（平日）午前９時～午後５時３月２日（月）～27日（金）【必着】（平日）午前９時～午後５時

　所定の書類に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出　所定の書類に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出
※�推薦・応募の際は、「豊能町農業委員会委員募集要項」または、「豊能町農業委員会農地利用最適化推進委員※�推薦・応募の際は、「豊能町農業委員会委員募集要項」または、「豊能町農業委員会農地利用最適化推進委員
募集要項」をご覧ください。推薦・応募資格など事前にご確認いただきたいことや必要書類を掲載しています。募集要項」をご覧ください。推薦・応募資格など事前にご確認いただきたいことや必要書類を掲載しています。
要項は、町ホームページからダウンロードするか、農業委員会事務局窓口でも受け取れます。要項は、町ホームページからダウンロードするか、農業委員会事務局窓口でも受け取れます。

　農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に推薦・応募は可能ですが、農業委員と農地利用最適化推進　農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に推薦・応募は可能ですが、農業委員と農地利用最適化推進
委員を兼務することはできません。委員を兼務することはできません。

◎�農地の権利移転･設定の許可や転用等につい◎�農地の権利移転･設定の許可や転用等につい
て、毎月１回、農業委員会総会で審議をする。て、毎月１回、農業委員会総会で審議をする。

◎地域計画の策定に関する業務を行う。◎地域計画の策定に関する業務を行う。
　☆�農地利用最適化推進委員と連携して、現地　☆�農地利用最適化推進委員と連携して、現地
調査や現場活動を行う。調査や現場活動を行う。

３年（７月20日～令和11年７月19日）３年（７月20日～令和11年７月19日）

14人14人

◎�担い手への農地利用の集積･集約化、遊休農◎�担い手への農地利用の集積･集約化、遊休農
地の発生防止･解消等の活動を行う。地の発生防止･解消等の活動を行う。
◎地域計画の策定に関する業務を行う。◎地域計画の策定に関する業務を行う。
　☆�毎月１回開催する農業委員会総会に適宜出　☆�毎月１回開催する農業委員会総会に適宜出
席する。席する。

農業委員会の委嘱の日～令和11年７月19日農業委員会の委嘱の日～令和11年７月19日

４人（担当する地区を定めています）４人（担当する地区を定めています）

業　　務　　概　　要

任　　　　　　　　期

定　　　　　　　　数

報　　　　　　　　酬

推薦・応募期間

推薦・応募方法

そ　　の　　他
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消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー
よ
り

◆�
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
勧
誘
さ
れ
る
詐
欺
的
な
暗

号
資
産
の
投
資
話　
被
害
回
復
は
困

難
で
す
！

【
相
談
事
例
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
知
ら
な
い
異

性
か
ら
連
絡
が
あ
り
、別
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り

取
り
し
よ
う
と
誘
わ
れ
た
。数
日
間
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
を
し
た
後
、暗
号
資

産
の
投
資
を
勧
め
ら
れ
た
。国
内
の
暗
号

資
産
取
引
所
で
自
分
名
義
の
口
座
を
開
設

し
、日
本
円
を
暗
号
資
産
に
交
換
し
た
。そ

の
後
、海
外
の
暗
号
資
産
取
引
所
の
指
定

口
座
に
送
金
し
、別
の
暗
号
資
産
に
交
換

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、交
換
し
た
。預
け
た

暗
号
資
産
を
出
金
し
よ
う
と
し
た
ら
、認

証
金
の
支
払
い
を
追
加
で
求
め
ら
れ
、い
つ

ま
で
も
出
金
で
き
な
い
。送
金
額
は
総
額

約
５
０
０
万
円
で
あ
る
。（
60
歳
代
）

《
ひ
と
こ
と
助
言
》

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
知
り
合
っ
た
面
識
の
な

い
相
手
か
ら
暗
号
資
産
等
の
投
資
を
勧
め

ら
れ
た
ら
、
詐
欺
的
な
投
資
話
を
疑
っ
て

く
だ
さ
い
。
暗
号
資
産
交
換
業
を
行
う
事

業
者
は
、
金
融
庁
・
財
務
局
へ
の
登
録
が

必
要
で
す
。
事
前
に
必
ず
金
融
庁
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
登
録
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
同
サ
イ
ト
に
は
、
無
登
録
業
者

と
し
て
警
告
が
な
さ
れ
た
業
者
の
掲
載
も

あ
り
ま
す
。
無
登
録
業
者
と
は
取
引
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

金融庁ウェブサイト
はこちら

　
暗
号
資
産
は
価
格
が
変
動
す
る
こ
と
が

あ
り
、
価
格
が
急
落
し
て
損
を
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
取
引
相
手
が
登

録
業
者
で
も
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
や
契
約

内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
な
け
れ
ば
契
約

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
一
度
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、
被
害
回

復
は
極
め
て
困
難
で
す
。
相
手
の
説
明
に

不
信
感
や
疑
問
を
抱
い
た
ら
、
町
の
消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー
や
最
寄
り
の
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
１
８
８
、
警
察
相
談
専
用
電
話
「
♯

９
１
１
０
」
番
）
。

◆�

広
告
と
異
な
る
商
品
が
届
く
ネ
ッ
ト

通
販
に
注
意
！

【
相
談
事
例
】

　

国
内
の
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ゴ

が
掲
載
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
で
見
つ
け
た
。２
台

購
入
す
る
と
値
引
き
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
、２
台（
約
８
，０
０
０
円
）注
文

し
、代
引
き
配
達
で
受
け
取
っ
た
。広
告
で

は「
す
ぐ
に
温
ま
る
」と
書
か
れ
て
い
た
が
、

全
く
温
ま
ら
な
い
。大
手
家
電
メ
ー
カ
ー

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
当
社
で
は
同

種
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
製

造
し
て
お
ら
ず
、同
様
の
苦
情
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

販
売
サ
イ
ト
に
返
品
を
希
望
す
る
旨
を
申

し
出
た
が
返
答
は
な
い
。返
金
し
て
ほ
し

い
。（
60
歳
代
）

《
ひ
と
こ
と
助
言
》

　
注
文
前
に
、
販
売
サ
イ
ト
の
住
所
や
連

絡
先
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
記

載
さ
れ
た
住
所
に
所
在
し
て
い
る
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
相
場
よ
り
も
極
端
に
安
い
な
ど
お
得
感

が
強
調
さ
れ
て
い
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

　
メ
ー
カ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド
の
公
式
サ
イ
ト

で
そ
の
商
品
が
実
際
に
販
売
さ
れ
て
い
る

か
、
偽
物
に
関
す
る
注
意
喚
起
が
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
少
し
で
も
怪

し
い
と
思
っ
た
ら
注
文
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
代
引
き
配
達
の
場
合
、
後
で
注
文
し
た

商
品
と
違
う
と
分
か
っ
て
も
宅
配
事
業
者

か
ら
返
金
や
補
償
を
求
め
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
代
引
き
配
達
だ
か
ら
と
い
っ
て
安

心
せ
ず
、
仕
組
み
や
特
徴
を
理
解
し
た
う

え
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
豊
能
町
消
費
生
活
相
談
】

相
談
日
時
＝
月
曜
日
、
火
曜
日
、
木
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午　
午
後
１
時
～
４
時　

所
＝
住
民
人
権
課
内
消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

☎
７
３
９
‐
３
４
０
２  

７
３
９
‐
１
９
８
０

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

豊
能
町
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
ご
案
内

　
本
町
に
お
住
ま
い
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
を
対
象
に
、
警
備
会
社
A
L
S
O
K

の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
見
守

り
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
＝
緊
急
時
の
か
け
つ
け
・
救
急
情
報
登

録
・
日
常
の
健
康
相
談
・
熱
中
症
見
守

り
・
か
ぎ
の
預
か
り
な
ど

対
＝

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

③
①
・
②
に
準
ず
る
世
帯
の
方

￥
＝
月
額
９
９
０
円
（
税
込
み
）

※
電
話
回
線
の
状
況
に
応
じ
た
費
用
や
オ

プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
が
別
途

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
＝
豊
能
町
社
会
福
祉
協
議
会

東
と
き
わ
台
１
‐
２
‐
６

豊
能
町
保
険
課
（
申
込
書
の
預
り
）

問
＝
豊
能
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
３
８
‐
５
３
７
０

健
康
増
進
課　
☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

7 2026.3　広報とよの

健
康
・
福
祉

案
内
一
般



『
成
人
歯
科
検
診
』
を

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

成
人
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

歯
を
失
う
最
も
多
い
原
因
の
『
歯
周

病
』
は
、
40
歳
以
上
か
ら
急
増
し
ま
す
。

検
診
は
、
虫
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

自
分
で
は
気
が
付
き
に
く
い
歯
ぐ
き
の

チ
ェ
ッ
ク
、
か
み
合
わ
せ
な
ど
の
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
の
た
め
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
、
歯
周
病
の
早
期
発
見
に
努
め
、
１

本
で
も
多
く
自
分
の
歯
を
残
し
健
康
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
（
締
め
切
り
間
近
で
す
）
。

対
＝
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
、
満
40
歳

以
上
満
70
歳
以
下
で
年
齢
が
５
歳
刻
み
の

節
目
に
あ
る
方

持
ち
物
＝
受
診
券
（
※
対
象
の
方
に
は
、

令
和
７
年
９
月
に
受
診
券
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
９
月
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
健

康
増
進
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
）

締
＝
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
受
診　

申
＝
直
接
、
町
内
の
歯
科
医
院
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）

￥
＝
５
０
０
円
（
70
歳
の
方
は
無
料
）

問
＝
健
康
増
進
課

☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

　警察庁自殺統計に基づく令和６年中の自殺者数の状況は、全国で
20,320人、大阪府では1,279人で前年より104人減少したものの、
1日に約4人の方がお亡くなりになっています。
　悩みを抱えてお困りのとき、生きることがつらく感じられるとき
は、一人で抱え込まず、専門の相談機関にご相談ください。
　また、身近な方の悩みに気づいたら、話を聴いて寄り添い、見守
りながら、必要に応じて相談窓口を紹介してください。

【大阪府】が実施する電話相談　～こころの健康に不安を感じたら～

各団体が実施する電話相談

３月1日午前9時30分～３月３１日午後5時までは２４時間体制で相談を受け付けます。
■こころの健康相談統一ダイヤル� （おこなおう　まもろうよ　こころ）
　一部のＩＰ電話などからは接続できません。� ☎０５７０‐０６４‐５５６ 

■�こころの電話相談　� 　☎０６‐６６０７‐８８１４�
月・火・木・金曜日（祝日・年末年始を除く）／午前9時30分～午後5時

■�若者専用電話相談（わかぼちダイヤル）　� 　☎０６‐６６０７‐８８１４�
水（祝日・年末年始を除く）／午前9時30分～午後5時

■�池田保健所の精神保健福祉相談　� 　☎０７２‐７５１‐２９９０�
平日／午前9時～午後5時45分

■�大阪府妊産婦こころの相談センター　� 　☎０７２５‐５７‐５２２５�
平日／午前10時～午後4時

■�自死遺族相談（予約制）�
大切な人を自死で亡くされた方のために、大阪府こころの健康総合センターの相談員が、
相談に応じます。�
予約・問＝大阪府こころの健康総合センター　� 　☎０６‐６６９１‐２８１８�
平日／午前9時～午後5時45分

■�関西いのちの電話　� 　☎０６‐６７７２－１１２１�
２４時間、３６５日

■�国際ビフレンダーズ大阪自殺防止センター　� 　☎０６‐６２６０‐４３４３�
金曜日／午後1時～日曜日／午後10時（57時間）

■�こころの救急箱　� 　☎０６‐６９４２‐９０９０�
月曜日／午後7時～火曜日／午前3時（8時間）�
木曜日／午後7時～10時

■�「自殺予防いのちの電話」（フリーダイヤル）　� 　☎０１２０‐７８３‐５５６�
毎日／午後4時～9時�
毎月10日／午前8時～翌日／午前8時（24時間）

【悩みの相談窓口一覧】（大阪府こころの健康総合センターホームページ）
ホームページはこちら
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令
和
８
年
度
大
阪
府
手
話
通
訳

者
養
成
講
座 

受
講
者
募
集

　
手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が
い
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
手
話
通
訳
活
動
を
行
う
「
手
話
通

訳
者
」
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

時
＝
5
月
頃
～
令
和
９
年
３
月
頃
ま
で
の

間
、
概
ね
35
回
程
度

所
＝
募
集
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
役
場
本
庁

福
祉
課
、
吉
川
支
所
内
福
祉
相
談
支
援

室
で
配
布
し
ま
す
。

対
＝
大
阪
府
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

で
、
手
話
を
用
い
て
聴
覚
障
が
い
者
と
日

常
会
話
が
可
能
な
方
（
初
心
者
不
可
）
。

　
た
だ
し
、
大
阪
府
の
手
話
通
訳
者
と
し

て
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
受
講
で
き

ま
せ
ん
。

員
＝
10
名
程
度
（
受
講
判
定
試
験
が
あ
り

ま
す
）

￥
＝
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
は
実
費
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
＝
受
講
申
込
書
を
締
切
（
３
月
19
日

（
木
）
【
必
着
】
）
ま
で
に
郵
送

〔
〒
5
3
7
‐
0
0
2
5
大
阪
市
東
成
区

中
道
1
‐
3
‐
59 

大
阪
府
立
福
祉
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内　
公

益
社
団
法
人
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会　
大

阪
府
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
担
当
〕
ま
た

は
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

お
よ
び
「
発
達
障
が
い
啓
発

週
間
」
に
つ
い
て

　

毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
毎
年
４
月
２
日
か
ら
４
月
８
日

ま
で
を
「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
と
し

て
、
全
国
で
発
達
障
が
い
の
啓
発
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
発
達
障
が
い
の
人
た
ち
が
社
会
の
中
で

自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
発
達
障
が
い

に
対
す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が

必
要
で
す
。
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
、

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
を
契
機
と
し

て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

〈
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日
本
実
行
委

員
会
（
公
式
サ
イ
ト
）
〉

詳しくはこちら

府
内
主
要
建
物
の

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

大
阪
府
で
は
、
府
内
の
主
要
建
物
を

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
申
込
み

「手話通訳者」で検索

問
＝ 

公
益
社
団
法
人
大
阪
聴
力
障
害
者

協
会　
☎
０
６
‐
6
7
4
8
‐
0
3
8
0

（
平
日
：
午
前
9
時
～
午
後
9
時
、
土
曜

日
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分
）

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
使
用

者
の
募
集

　
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の

促
進
を
目
的
と
し
て
、
盲
導
犬
、
介
助
犬
、

お
よ
び
聴
導
犬
の
使
用
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
（
選
考
の
上
、
使
用
者
を
決
定
）
。

募
集
期
間
＝
３
月
２
日
（
月
）
～
４
月
17

日
（
金
）
［
必
着
］

申
＝
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
福
祉

課
お
よ
び
吉
川
支
所
内
福
祉
相
談
支
援
室

で
配
布
す
る
申
請
書
に
記
入
の
上
、
郵
送

に
て
申
込
み

申
・
問
＝
〒
５
４
０
‐
８
５
７
０　

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
２
丁
目　

大
阪
府
福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
自
立
支
援

課　補
助
犬
普
及
啓
発
担
当
者
あ
て

☎
０
６
‐
６
９
４
４
‐
９
１
７
８

０
６
‐
６
９
４
２
‐
７
２
１
５

所
＝
大
阪
城
天
守
閣
、
大
阪
府
咲
洲
庁
舎
、

大
阪
府
立
男
女
共
同
参
画
・
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、
海
遊
館
、

天
保
山
大
観
覧
車
（
50
音
順
）

時
＝
４
月
２
日
（
木
）
日
没
（
午
後
６
時

30
分
頃
）
～
午
後
11
時

【
※
各
施
設
の
終
了
時
刻
】

大
阪
城
：
午
後
10
時
、

大
阪
府
咲
洲
庁
舎
：
午
後
11
時
、

大
阪
府
立
男
女
共
同
参
画・青
少
年
セ
ン

タ
ー（
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）：
午
後
９
時
30
分
、

海
遊
館
、
天
保
山
大
観
覧
車
：
午
後
９
時

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー・

発
達
障
が
い
啓
発
週
間　
in 

O
S
A
K
A 

2
0
2
6
」セ
ミ
ナ
ー

　
大
阪
府
で
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す

る
「
発
達
障
が
い
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

開
催
時
期
＝
４
月
26
日
（
日
）

実
施
方
法
＝
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
o
o
m
を

予
定
）

員
＝
1
，
0
0
0
名

詳しくはこちら

問
＝
大
阪
府
地
域
生
活
支
援
課
発
達
障
が

い
児
者
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
６
‐
６
９
４
４
‐
９
１
７
９
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大
阪
府
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
特
殊
詐
欺
等
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

　
大
阪
府
警
察
で
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
等

の
情
報
を
X
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
［
４
月
６
日

安
全
・
生
活

安
全
・
生
活

大阪府池田保健所3月の事業
◎水質検査・検便　￥＝有料
時＝�池田保健所　3月3日（火）、17日（火）午前9時30分～11時30分�
※検査容器は事前に池田保健所で配付

◎�こころの健康相談・骨髄バンクドナー登録（事前予約制）
　日程など詳細はお問い合わせください。
◎�ＨＩＶ／エイズ・梅毒（血液）、クラミジア（尿）検査
￥＝�HIV検査は無料（その他はHIV/エイズ検査と同時に受ければ無料）�
匿名可、日程など詳細はお問い合わせください。

問＝�大阪府池田保健所　☎７５１-２９９０
Xはこちら

（
月
）
～
同
15
日
（
水
）
］
に
先
が
け
、

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
定
期

的
に
講
習
を
受
け
て
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
交
通
安
全
と

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

所
＝
①
４
月
１
日
（
水
）
西
公
民
館 　

②
４
月
２
日
（
木
）
中
央
公
民
館 

時
＝
①
②
と
も
に

受
付
：
午
後
６
時
30
分
か
ら

講
習
：
午
後
７
時
～
８
時

問
＝
豊
能
警
察
署
交
通
課

☎
７
３
７
‐
１
２
３
４

建
設
課
（
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
）

☎
７
３
９
‐
３
４
２
５

令
和
７
年
豊
能
町
に
お
け
る

消
防
統
計

火
災

　
令
和
７
年
中
に
町
内
で
発
生
し
た
火
災

発
生
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

１
人
が
火
災
に
よ
り
負
傷
し
て
い
ま
す
。

火　災 前年比

発生件数 ６件 ＋４件

種
別

建物火災 ２件 ＋２件

林野火災 １件 ＋１件

その他の火災 ３件 ＋１件

出火原因 件数

種
別
放火の疑い １件

その他 ５件

救
急

　
令
和
７
年
中
の
救
急
出
動
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

救急 前年比
出動件数 1,276件 －66件
搬送人員 1,188人 －57人
入院加療
不要な方

716人
全搬送人員中60.3%

事故種別 前年比
急病 898件 －45件
一般負傷 273件 －8件
交通事故 36件 －21件
その他 69件 ＋8件

　
全
て
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
も
多

い
た
め
、
救
急
車
の
要
請
か
ら
到
着
ま
で
、

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
突
然

の
病
気
や
け
が
で
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方

が
い
い
？
」
「
病
院
に
行
っ
た
方
が
い

い
？
」
な
ど
迷
っ
た
と
き
は
、
「
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
☎
♯
７
１
１
９

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
後
も
救
急
車
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
豊
能
消
防
署

☎
７
３
６
‐
０
１
１
９

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
～
７
日

「
急
ぐ
日
も　

足
止
め　

火
を
止
め　

準
備
よ
し
」

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
に
な
る
こ
と
か
ら
、
春
の

全
国
火
災
防
運
動
が
３
月
１
日
（
日
）
～

７
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運

動
の
目
的
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
の

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
に
よ
る

死
傷
者
を
無
く
し
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
で
す
。

※�

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
・
さ
せ

な
い
、
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら

問
＝
豊
能
消
防
署

☎
７
３
６
‐
０
１
１
９

水
道
の
閉
栓
届
に
つ
い
て

　
町
外
へ
の
転
出
や
、
町
内
で
の
転
居
の

場
合
は
、
閉
栓
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

（
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申
込
み

が
可
能
で
す
）
。

　
閉
栓
作
業
時
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針

し
、
水
道
料
金
な
ど
の
精
算
を
行
い
ま
す
。

　
閉
栓
作
業
は
申
込
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
３
営
業
日
前
ま
で
に
申
込
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
り
、
ご
希
望
の
日
に
閉
栓
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
豊
能
地

域
水
道
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
24
時
間
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら
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交通事故発生状況� （令和 8年 1月中の件数）
大阪府豊能警察署

種別 豊能町 能勢町 合計

人 身 事 故 1件 0件 1件
死 者 数 0人 0人 0人
重 傷 者 数 1人 0人 1人
軽 傷 者 数 0人 0人 0人

「横断歩道ハンドサイン運動」実施中

豊能警察署管内の特殊詐欺発生状況
（令和8年中）

豊能町

電話認知件数 2件
メール等認知件数 1件
被害件数 0件
被害額 0円

能勢町

電話認知件数 0件
メール等認知件数 0件
被害件数 0件
被害額 0円

昨年とのごみ量比較（12月分）� 単位：トン
今　　年 昨　　年 対前年比

可 燃 ご み 345.41 321.54 7.4%
粗 大 ご み 10.40 16.15 -35.6%
不 燃 ご み 12.72 13.85 -8.2%
蛍 光 灯 0.12 0.09 33.3%
乾 電 池 0.43 0.34 26.5%
空 き ビ ン 7.61 8.30 -8.3%
空 き カ ン 3.11 3.57 -12.9%
紙 類 等 28.54 33.66 -15.2%
容 プ ラ ※ 12.94 14.40 -10.1%
ペ ッ ト ボ ト ル 2.57 2.56 0.4%
植 木 剪 定 く ず 7.80 7.50 4.0%
食 用 廃 油 0.13 0.15 -13.3%
小 型 家 電 0.13 0.08 62.5%

計 431.91 422.19 2.30%
※容プラ…容器包装プラスチック類
（注）速報値のため数値が変わることがあります。

【3月】資源とごみの収集日～分ければ資源、燃やせばごみ～

可燃ごみ 不燃ごみ有害ごみ 紙類等 空きビン 空きカン 容器包装プラスチック類
ペットボトル 植木剪定くず

余野・川尻・木代・切畑・野間口
高山・牧・寺田・希望ヶ丘 火・金 11 18 18 25 4 11 1118 25

吉川・ときわ台 火・金 12 19 19 26 5 12 2519 26
東ときわ台 月・木 10 17 17 24 3 10 417 24
光風台 月・木 13 20 20 27 6 13 1820 27
新光風台（保の谷含む）火・金 12 16 19 26 2 9 2516 23

粗
大
ご
み

有料・予約制
（�環境課　☎７３６‐１１９０�
事前に申込みをしてください）
受付時間：午前9時～午後5時
（土・日・祝日・年末年始を除く）
食
用
廃
油

役場本庁・吉川支所に回収ボッ
クスを設置（各施設午前9時
～午後5時まで投入可能、土・
日・祝日・年末年始は投入不可）

使
用
済
小
型
家
電

役場本庁・中央公民館・吉
川支所・西公民館に回収
ボックスを設置 (各施設開
庁時間中に投入できます）

※ごみは、収集日の午前９時までに出してください。

※回収された食用廃油はリサイクルされると共に、１ℓあたり３０円（税別）が町の収入につながります。

　
ま
た
、
町
内
で
転
居
し
、
口
座
振
替
で

の
お
支
払
い
を
継
続
さ
れ
る
場
合
は
、
新

た
に
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
金
融
機
関
へ
届
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
届
出
印
、

通
帳
お
よ
び
使
用
者
番
号
が
分
か
る
も
の

が
必
要
で
す
）
。

問
＝
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
８
‐
３
３
１
１

令
和
８
年
度
「
水
質
検
査
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　
水
道
の
水
質
検
査
は
、
水
質
基
準
に
適

合
し
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
水
質
管
理
を
行
う

上
で
重
要
な
も
の
で
す
。
豊
能
地
域
水
道

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
事
業
年
度
の
開
始
前

に
「
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
（
３
月
中
旬
に
公
表
予
定
で
す
）
。

閲
覧
場
所
＝
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー
、

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
＝
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
８
‐
３
３
１
１

飼
い
犬
の
フ
ン
の
放
置
は

厳
禁
で
す

　
放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
尿
へ
の
苦
情
や

ご
意
見
が
、
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
が
散
歩
中
に
し
た
フ
ン
尿
は
飼
い

主
が
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
部
の
飼
い
主
に
よ
る
マ
ナ
ー
の
悪
い

行
為
に
よ
り
、
他
の
犬
の
飼
い
主
や
、
飼

い
犬
へ
の
印
象
を
悪
く
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
フ
ン
尿
の
放
置
は

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
環
境
課　
☎
７
３
６
‐
１
１
９
０

特
　
　
集

案
内
一
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・
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教
育
・
子
育
て

教
育
・
子
育
て

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
）

が
は
じ
ま
り
ま
す

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
０
歳
６

カ
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
保
育
所
等
に

通
っ
て
い
な
い
未
就
園
の
お
子
さ
ま
を
対

象
に
、
保
護
者
の
就
労
要
件
等
を
問
わ
ず
、

月
10
時
間
の
範
囲
内
で
保
育
所
等
に
通
園

で
き
る
制
度
で
す
。

　
普
段
は
、
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い

未
就
園
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、
集
団
生

活
の
機
会
を
通
じ
て
お
子
さ
ま
の
育
ち
を

応
援
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
豊

能
町
立
ふ
た
ば
園
で
実
施
し
ま
す
。
利
用

方
法
や
利
用
料
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
＝
こ
ど
も
育
成
課

☎
７
３
９
‐
３
４
３
２

高
校
生
通
学
費
補
助
制
度
の

ご
案
内

　
町
で
は
、
修
学
に
お
け
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
豊
能
町
に
在
住
し

高
等
学
校
等
に
通
学
す
る
生
徒
に
対
し
、

通
学
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
（
左
記
の
全
て
に
該
当
）

○�

豊
能
町
に
居
住
し
、住
民
票
が
あ
る
こ
と

○�

学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
学
校

の
う
ち
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
お
よ
び
専
修
学
校
の
高

等
課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

補
助
金
額

○
鉄
道
を
利
用

　
定
期
乗
車
券
購
入
額
の
２
分
の
１

　
（
年
額
２
０
，
０
０
０
円
が
上
限
）

○
バ
ス
を
利
用

　
定
期
乗
車
券
購
入
額
の
２
分
の
１

　
（
年
額
３
０
，
０
０
０
円
が
上
限
）

○
鉄
道
と
バ
ス
の
両
方
を
利
用
の
場
合

　
（
年
額
３
０
，
０
０
０
円
が
上
限
）

申
請
書
類
提
出
・
受
付
・
配
布

①
配
布
先
＝
教
育
総
務
課
（
本
庁
）

②�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
３
月
31
日
（
火
）

ま
で
申
請
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

提
出
先
＝
教
育
総
務
課

〒
５
６
３‐０
２
９
２（
住
所
記
載
不
要
）

配
布
・
受
付
期
間
＝
３
月
２
日
（
月
）
～

３
月
31
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

※�

吉
川
支
所
で
も
提
出
は
可
能
で
す
が
、

書
類
の
確
認
お
よ
び
審
査
は
出
来
か
ね

ま
す
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
教
育
総

務
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※�

選
考
結
果
は
４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬

ま
で
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
を
も
っ

て
通
知
と
し
ま
す
。

詳しくはこちら

問
＝
教
育
総
務
課

☎
７
３
９
‐
３
４
２
６

令
和
９
年
度（
２
０
２
７
年
度
）

大
阪
府
豊
能
地
区
公
立
学
校

教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト
受
験
案
内

出
願
期
間
＝
３
月
23
日
（
月
）
～
４
月
24

日
（
金
）

選
考
職
種
＝
小
学
校
教
諭
・
中
学
校
教

諭
・
養
護
教
諭

出
願
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
込

受
験
説
明
会
＝
○
４
月
２
日
（
木
）　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

豊
中
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

○
４
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
午
後
２
時
～
３
時
30
分

箕
面
市
立
船
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
定
員
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
大
阪
府
豊
能
地
区
教
職
員
人

事
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら

問
＝
大
阪
府
豊
能
地
区
教
職
員
人
事
協
議

会　
☎
０
６
‐
６
８
５
８
‐
３
３
４
１

｢

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室｣

の

お
誘
い

　
幼
児
期
か
ら
食
べ
る
こ
と
に
関
心
を
も

ち
、
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
普
段
は
忙
し
く
て
親
子
で
料
理
を
す
る

機
会
が
少
な
い
方
は
、
子
ど
も
の
成
長
を

助
け
る
体
に
や
さ
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
親
子

で
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
＝
３
月
26
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
＝
２
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

内
＝
食
育
遊
び
と
ク
ッ
キ
ン
グ

￥
＝
１
組
３
０
０
円（
親
１
人・子
１
人
）

子
ど
も
２
人
目
か
ら
１
人
に
つ
き
１
０
０
円

持
＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
お
茶
・
ス
プ
ー
ン
・

フ
ォ
ー
ク
・
お
箸
・
上
靴（
親
・
子
ど
も
）

員
＝
６
組
程
度
（
申
込
み
順
）

※
た
だ
し
、令
和
７
年
度
初
め
て
の
方
優
先

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
受
付
期
間
＝
３
月
２
日
（
月
）
午
前

９
時
～
３
月
23
日
（
月
）

申
・
問
＝
健
康
増
進
課

☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
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・
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～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～
「保幼小中一貫教育だより 3月号」
豊能町では平成 28年度からすべての学校・園・所
で「保幼小中一貫教育」に取り組んでいます豊能の風

「深い学び」を子どもたちとともに　～光風台小学校～
　大阪府「確かな学びを育む推進校」の光風台小学校で、１月30日、学校関係者向けに学校公開が行われました。
「各教科等の『見方・考え方』を働かせた深い学びの授業づくりの提案」をテーマに、さまざまな学年・教科の授業が
公開されました。町内・外の教員が授業を参観した後、活発な討議が行われました。
　児童の学びを深めるためには、それぞれの教科等で大切にしていること（教科の『見方・考え方』）は何かを明確に
し、授業の組み立てを考える必要があります。小学校では45
分間の授業のために、それ以上の時間をかけて授業研究を行
います。光風台小学校では、４月から校内の研究をすすめ取
り組んできました。
　しかしながら、実際に授業をしてみると想定していていな
かったこと、思うように進まないことが起こります。そう
いった点について、参観者がさまざまな気づきを出し合い協
議し、授業改善につなげていきます。子どもたちが授業で振
り返りを行っているように、教職員も授業後に振り返りを行
い、学びの質をさらに高められるよう日々実践を積み重ねて
います。

夜
や
間
かん
中
ちゅう
学
がっこう
校で　勉

べん
強
きょう
しませんか（生

せい
徒
と
募
ぼ
集
しゅう
）

　いろいろな事
じ
情
じょう
で小

しょう
学
がっこう
校や中

ちゅう
学
がっこう
校を卒

そつ
業
ぎょう
できなかった方

かた
、実
じっしつてき
質的に十

じゅう
分
ぶん
な教

きょう
育
いく
を受

う

けられないまま中
ちゅう
学
がっこう
校を卒

そつ
業
ぎょう
した方

かた
、夜

や
間
かん
中
ちゅう
学
がっこう
校でいっしょに勉

べん
強
きょう
しましょう。

①�入
にゅうがく

学の受
う

け付
つ

けは年
ねん

２回
かい

あります。令
れい
和
わ
８年

ねん
度
ど
の入

にゅう
学
がく
受
うけつけ
付は、４月

がつ
30日

にち
（木

もく
）ま

でです。ただし、学
がっこう
校の休

きゅう
業
ぎょう
日
び
（土

ど
・日
にち
・祝

しゅく
）は除

のぞ
きます。

②「あいうえお」から勉
べん
強
きょう
できます。

③�令
れい
和
わ
８年
ねん
４月
がつ
１日
にち
現
げんざい
在で、中

ちゅう
学
がっこう
校を卒

そつ
業
ぎょう
していない、または、実

じっしつてき
質的に十

じゅう
分
ぶん
な教

きょう
育
いく

を受
う
けられないまま中

ちゅう
学
がっこう
校を卒

そつ
業
ぎょう
した15歳

さい
以
い
上
じょう
の方
かた
が入

にゅう
学
がく
できます。

④授
じゅ
業
ぎょう
料
りょう
はいりません。

⑤大
おおさか
阪府

ふ
に住

す
んでいる方

かた
が入

にゅう
学
がく
できます。

⑥外
がいこくせき
国籍の方

かた
も入

にゅう
学
がく
できます。

問
と
い合

あ
わせ＝�豊

とよなか
中市

し
立
りつ
第
だいよん
四中

ちゅう
学
がっこう
校夜

や
間
かん
学
がっ
級
きゅう
　☎０６-６８６３-６７４４�

（午
ご ご
後１時

じ
～９時

じ
）�

義
ぎ む
務教

きょう
育
いく
課
か
　☎７３９-３４２７
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子育て世代包括支援センター はぐはぐ  からのお知らせ

豊能町立ふたば園子育て支援 いちごルーム  からのお知らせ

「施設開放」（予約不要）

かんがるぅ交流会 のびのび【予約不要】

なかよしひろば「絵本の読み聞かせ」～とまとの会～ 子育て講座「手の発達を育むあそび」

『おひさまルーム〈施設開放〉』【予約不要】

「なかよしデー」

子育て支援推進プロジェクト　毎月１９日は「育
イ ク ジ

児の日」

▶申・問＝☎・ 738-0255　▶光風台 2-20-4　池田泉州銀行光風台出張所

▶問＝☎738-3813　▶東ときわ台1-2-6　保健福祉センター内

▶申・問＝☎７３９‐１５７７　 ７３９‐２９６６　▶希望ヶ丘６‐１８‐１

時＝３月 25日（水）午前 10時～　所＝すきっぷ
対＝ 0歳児（令和 6年４月２日生れ以降）
締＝３月 24日（火）

時＝３月26日（木）午前10時30分～正午
所＝すきっぷ　講師＝中西亜弥さん（作業療法士）
締＝３月25日（水）

月曜日～金曜日（土・日・祝日はお休みです）
午前10時～正午、午後１時30分～３時30分
３月１９日（木）、２５日（水）の
午前はお休みです。

いちごルームの施設を開放しています。
月～金：午前９時10分～11時30分
月・水・金：午後３時～４時30分
対＝未就園児

時＝３月16日（月）午前10時～11時30分
所＝いちごルーム　対＝未就園児
内＝ふれあいあそび、身体計測
持＝タオル・お茶などの飲み物
締＝３月13日（金）

３月の子育てひろば
主催者 ☎／ 日 曜 時　間 催　し 内　容 対象者 持ち物 申込み期限
ひかり幼稚園
738-4345/7752
▶新光風台1-5-1

5 木 午前１０時～１１時 にこにこタイム 粘土あそび 令和5年４月１日
以前生まれ

上靴・タオル・水筒
出席ノート ３月２日（月）

園庭開放をしています（月～金曜日：午後2時15分～3時30分）。
ふたば園

739-1577/2966
▶希望ヶ丘6-18-1

5 木 午前１０時～１１時 さんさんくらぶ 新聞紙
あそび

令和5年４月１日
以前生まれ タオル・水筒 ３月３日（火）

園庭開放をしています（毎週火・金曜日：午前9時10分～10時30分）。
吉川保育所

738-0071/7756
▶吉川２０１

12 木 午前１０時～１１時 ぴよっこひろば 粘土あそび 未就園児 タオル・水筒 3月10日（火）
所庭開放をしています（毎週水曜日：午前10時～11時）。　※25日は、お休みです。

■幼稚園・保育所・こども園で行っている子育て支援活動です。持ち物など詳しい内容については、主催者にお問い合わせください。

豊能町地域子育て支援センター すきっぷ からのお知らせ

★子育て交流の場として利用してください。

時＝3月6日（金）午前10時～11時30分
所＝保健福祉センター
対＝�妊娠１５週以降の妊婦さん、生後１カ月
以降から１歳ごろのお子さんと保護者

内＝ヨガ、ベビーマッサージ、交流会

ふれあい遊びや体を使った遊びを親子で楽しみま
しょう！
時＝３月11日（水）午前10時～11時
所＝保健福祉センター　
対＝１歳～３歳未満申込みはこちら

3月の「育児(イクジ)の日」は、人形劇でお楽しみください。
内＝～人形劇屋たくたく堂～おおきくなぁれ
時＝３月19日（木）午前10時30分～11時15分
所＝西公民館　締＝３月 17日（火）
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食堂名 ゆるりん食堂 コールラビの寺子屋 ぼんばぼんこども食堂 いきいき食堂 ひがとき食堂

開催日 3月7日（土） 3月19日（木） 3月11日（水） 3月28日（土） 3月4日（水） 3月14日（土）

時間 正午～午後2時 正午～午後3時 午後3時30分
～7時 正午～午後3時 午後5時

～7時
午前10時30分
～午後1時30分

場所 西公民館 中央公民館 ぼんばぼん ダイニング　旬 祥雲館
ヴィレッジ・エン

住所 光風台
5－1－2 余野26 光風台

1－9－10
希望ヶ丘
5－2－4

東ときわ台
6－12－8

問合せ
申込み

080-5787-7772 090-9621-0397 090-9613-3135 739-2815 738-3638

※�日程は変更になることがあります。変更の有無は、主催者または町ホームページ「こども食堂のお知らせ」
で確認してください。

問＝健康増進課　☎738-3813３月のこども食堂

自衛官募集
募集種目＝自衛官候補生（男・女）
　　　　　※その他の募集種目については、お問い合わせください。
対象年齢＝１８歳以上３３歳未満
　　　　　※３２歳の方は、一度下記の連絡先にお問い合わせください。
受付期間＝年間を通じて受付
問＝自衛隊豊中募集案内所（阪急豊中駅下車、西へ徒歩２分）
　　☎・ ０６-６８４３-８４００

たんぽぽメールに
登録しましょう！

　災害時の避難情報、近隣の主要
道路の通行止めの情報、子ども・
防犯その他緊急情報などをメール
で配信しています。次の二次元
バーコードから登録してください。
問＝広報職員課　☎739‐3413 登録はこちら

（広告）

広　告
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抽選会のご案内
　3月 8日 ( 日 ) にシートスで次のとおり抽選会を行います。
■テニスコート (4月分 )
　・午前 9時から整理券を配布し、午前 10時より抽選を行います。
　・抽選会時は 2時間単位での受付になります。
　・抽選会後の予約は翌営業日より受付します。
■アリーナ・体育場 (5月分 )
　・正午より受付を開始し、午後 0時 30分より抽選を行います。
　・貸し出しは 2時間単位です (1 時間単位での貸し出しは行っていません ) 。
　・抽選会後の予約は翌営業日より受付します。
アリーナ共用利用

一般（16歳以上） 65歳～74歳 75歳以上・身障者・中学生以下
豊能町の方 330円 230円 170円
豊能町以外の方 660円 460円 340円
卓球台、バドミントンネット、バウンドテニスコート、スポンジテニスネットは施設で準備します。
卓球：毎週木曜日　午後 5時 30分～ 8時、バドミントン・バウンドテニス：第 2・4土曜日　午前 9時
30分～正午、スポンジテニス：第 1・3土曜日　午前 9時 30分～正午
共用利用は大変お得な料金設定です。皆さまのご利用をお待ちしています。
パーソナルトレーニング指導のお知らせ
　シートスではトレーニングジム、プールにて個別指導（有料）のパーソナルトレーニング、パーソナル泳
法指導を実施中です。ご利用者の目的に合わせてトレーニング指導、泳法指導を個別に行います。詳しくは
シートスホームページまたはフロントまでお問合せください。
ベビーコース　生徒募集中！
　生後半年～ 2歳半までのお子さまとスキンシップをはかりながら、お子さまの健やかな発育・発達のお
手伝いをします。お子さまの水慣れと基礎体力作りをこの機会にぜひお考えください。
■令和８年度に向けて
　お客様より、施設利用についてたくさんのご意見をいただいております。施設の修繕や教室の見
直し等行い、皆さまに満足してご利用いただけますよう、努めてまいります。
イベント等も定期的に行い、シートスを盛り上げていきますので、ぜひシートスへお越しください！

■�トレーニング・リハビ
リ講習会の様子です。

問＝シートス

スポーツセンターシートス情報

シートスホームページはこちら

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

162026.3　広報とよの

▶問合せ
中央公民館　　　　　☎739－3429　 739－1354
生涯学習課（西公民館内）☎738－4628　 738－3859

図書館　　　　　☎738－3304　 738－5096
ユーベルホール　☎738－7700　 738－6848
シートス　　　　☎738－1333　 738－3025
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令和８年度社会教育関係団体等の

登録申請・公民館使用内容届について
対象団体＝社会教育関係団体・学校開放施設利用団体・公民館使用団体

配布・申請期間＝３月31日（火）（必着）まで　午前９時～午後９時（休館日・臨時休館を除く）

提出場所＝中央公民館または西公民館の受付窓口

申請用紙＝�資料および申請・届出用紙は町ホームページにてダウンロードできます。�

※各公民館受付窓口にて、１団体につき１部配布します。

登録有効期間＝５月１日～翌年４月30日

問＝�生涯学習課（西公民館）　�

☎738‐4628（平日：午前9時～午後5時）�

✉shougaigakushuu@town.toyono.osaka.jp

ダウンロードはこちら

（広告）

広　告
（広告） （広告）

広　告 広　告

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

17 2026.3　広報とよの

時…日時・日程  所…場所  内…内容  対…対象  員…定員  
持…持ち物  ￥…費用  締…締切り  申…申込み  問…問合せ

※情報あれこれのページは左からお読みください。※情報あれこれのページは左からお読みください。
情報あれこれ
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ユーベルロビー登録者による
「中須賀和子

スプリングコンサート」
～チケット発売中～

時＝�３月７日（土）午後２時～�
開場：午後１時30分

所＝ユーベルホールロビー
￥＝５００円（運営協力費）
員＝60名（電話・スマホ予約制）

スマホ予約

出演＝�中
な か す か か ず こ
須賀和子（ソプラノ）�
中
な か す か さ お り
須賀紗織（ピアノ）

曲目＝�♪中田喜直／さくら横ちょう�
♪ティリンデッリ／おお春よ�
♪プッチーニ／『蝶々夫人』�
より「ある晴れた日に」ほか

主催＝豊能町教育委員会

ユーベルホールＨＰ

申・�問＝ユーベルホール�
☎738-7700

豊能歴史講座「禁裏献上亥
の子餅」講演会について

時＝３月21日（土）午後２時～４時
所＝西公民館　中会議室
テーマ＝禁裏献上亥の子餅の起源
講師＝�上山秀雄�

（豊能町観光協会副会長）
￥＝無料
員＝30名（応募先着順で受付）
申＝電話、ＦＡＸ、メール
申・�問＝豊能町観光協会事務局�
（農林商工課内）�
☎739-3424　 739-1919�
✉kankou@town.toyono.osaka.jp

所得税・消費税確定申告相談会
【事業者向け】

個人事業者の方の確定申告相談（青
色申告、医療費控除、各種控除、イ
ンボイス、年金収入があり確定申告
が必要な方、その他還付申告をされ
る方など）を開催します。
時＝�①３月６日（金）�
②３月10日（火）�
③３月23日（月）（消費税）�
①②午前10時～午後３時�
③午後１時～３時

所＝豊能町商工会館　大研修室
申＝�下記二次元コードまたはお電話
にてお問合せください。

申込みはこちら

主催�・問＝豊能町商工会�
☎739-1647

豊能町直売所　志野の里
「原木駒打ち体験」を開催します！
時＝�３月21日（土）、22日（日）�
①午前10時～11時30分�
②午後１時～２時

所＝豊能町直売所　志野の里
内＝�約１ｍの原木にしいたけの菌を
植え付けます。

対＝どなたでも参加できます。
員＝�50本（先着順で予定本数に達
した時点で締め切ります。）

￥＝�原木１本につき、１，３００円
（１組様、５本までお申し込み。）

※�１本につき約10分～15分ほどの
作業です。
※�申し込み時間内で先着順に１組ず
つ体験していただきます。
※小雨決行
申＝�豊能町直売所　志野の里�
☎703-2189

（営業時間：火・木…午前９時～正
午、土・日…午前９時～午後３時）

燦
さんこいち
鼓一まつり

昨年7月に産声をあげた和太鼓集団
SCI（燦

さんこいち
鼓一）です。和太鼓集団・

豊
ほうむ
夢、太鼓組・爽

そ ら
風、太鼓塾・輝

きらり
、

3つの和太鼓グループと篠
しのぶえ
笛の篠

ささのは
葉

で活動しています。初めてのコン
サートを行います。ぜひ聞いてくだ
さい。
時＝�3月22日（日）午後1時30分～�

開場：午後1時
所＝ユーベルホール
￥＝�無料�
チケットが必要です。下記の連
絡先にお尋ねください。

問＝�和太鼓集団SCI（燦
さんこいち
鼓一）�

☎070-2324-0351�
✉sancoichi2025@gmail.com
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182026.3　広報とよの

▶問合せ
中央公民館　　　　　☎739－3429　 739－1354
生涯学習課（西公民館内）☎738－4628　 738－3859

図書館　　　　　☎738－3304　 738－5096
ユーベルホール　☎738－7700　 738－6848
シートス　　　　☎738－1333　 738－3025
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図　書　館

図書館おはなし会のお知らせ
図書館では、絵本の読み聞かせを中心としたおはなし会を以下の日程で開催しています。

詳しくはこちら

３月のおはなし会 開催日 時間 対象 場所 締切
おはなしのたまご 3月7日(土) 午前10時15分～30分 生後3カ月～1歳6カ月 図書館児童コーナー 前日の

正午までちいさなおはなし会 3月20日（金・祝）午前10時30分～45分 生後3カ月～2歳 中央公民館
ものがたりのじかん 3月7日(土) 午前10時45分~

年齢制限なし

図書館児童コーナー

申込
不要

とまとのじかん 3月15日（日） 午前10時30分～50分

絵本のじかん
3月13日（金） 午前10時45分～11時 地域子育て支援センター

すきっぷ「おひさまルーム」

3月10日（火） 午前10時30分～11時 認定こども園ふたば園
子育て支援いちごルーム

第3回大人のための朗読会
町内の朗読ボランティアグループ
「せせらぎ」による朗読会です。今
回のテーマは「春」。午後のひとと
き、絵本やエッセイ、朗読劇などで
ほっこりしませんか。
時＝�3月14日(土)午後1時30分～2時30分
申＝不要　所＝図書館

春のとしょかんえいが会
図書館にて映画会を行います。申し
込みは不要です。

“子どものえいが会”
時＝�3月28日（土）�
午前10時30分～（約45分）

所＝図書館 児童コーナー
内＝�『ふしぎ駄菓子屋銭天堂』�
第一巻「型ぬき人魚グミ」
“みんなの映画会”

時＝3月28日（土）午後２時～（約90分）
所＝図書館 集会室
内＝赤毛のアン（バリアフリー対応）

The.ギャラリー 原弥生書展
―旅立つあなたへ贈ることば―
成長し、巣立っていった娘や、同じ

く門出を迎える人たちへの応援の気
持ちを込めて作品を制作しました。
新しい一歩を踏み出すあなたの背中
をそっと押すような書道作品を展示
します。
時＝�２月28日（土）～３月26日（木）�
最終日は午後4時まで

出展＝原弥生

ガラスの大箱
明治～昭和時代の教科書展
学校教育において、『教科書』の果
たす役割は大きなものです。今回は、
町立郷土資料館所蔵品のうち、明治
20年代から昭和の中ごろまで使用
された各種の教科書を展示します。
展示資料数には限りがありますが、
時代に合わせた教科書の変遷をお楽
しみください。
時＝�2月28日(土)～3月26日（木）�
最終日は午後4時まで

所蔵＝郷土資料館

図書館託児サービスのご案内
図書館をご利用の方向けに1回最大
30分間の託児サービスを試行して
います。事前予約制ですが、空きが
あれば当日受付も可能です。

時＝�３月７日（土）、21日(土)�
①午前10時10分～40分�
②午前10時40分～11時10分�
③午前11時20分～50分

所・申＝図書館

バリアフリーサービスのお知らせ
当館では、高齢のために通常の活字
による読書が困難な方、発達障害な
どのために読むことが困難な方、肢
体不自由・寝たきりなど身体の障害
があり図書館へ来館するのが困難な
方などに、少しでも図書館を快適に
ご利用いただくため、長期貸出、対
面朗読、デイジー再生機貸出、資料
郵送貸出等のサービスを用意してい
ます。ご利用には、バリアフリー
サービスの利用登録が必要になりま
す。代理の方でも申請ができますの
で、ご相談ください。なお、図書館
ホームページでもサービスの内容を
紹介しています。

3月は「自殺対策強化月間」です。
福祉相談支援室と連携して、図書館
でも自殺対策に関する本の展示や啓
発活動を行います。
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19 2026.3　広報とよの

時…日時・日程  所…場所  内…内容  対…対象  員…定員  
持…持ち物  ￥…費用  締…締切り  申…申込み  問…問合せ

※情報あれこれのページは左からお読みください。※情報あれこれのページは左からお読みください。
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町の木／スギ 町の花／タンポポ 町の鳥／ウグイス 町の面積
人
の
動
き

人口 男 女 世帯数
R8.1月末日 17,465人 8,304人 9,161人 8,573世帯
前月比 -25人 -19人 -6人 -4世帯

転入等 転出等 出生 死亡
人口前月比の内訳 40人 39人 5人 31人

34.34㎢

３
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に
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談
は
全
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料
で
す

相　　談 日　　時 相談場所

人権相談
人権擁護委員が、皆さまの人権に関する相談をお受けします。直接、相談場所へ
お越しください。� 問＝住民人権課（☎ 739-3402）

  9日（月） 午後１時30分～3時30分 吉川支所

消費生活相談
消費生活相談員が、消費生活トラブルにかかる相談をお受けします。電話または
相談場所へお越しください。� 問＝住民人権課（☎ 739-3402）
毎週月・火・木曜日 午前10時～正午、午後１時～4時 役場本庁

生活人権相談
人権に関する問題や、配偶者や恋人からの暴力、生活に関する悩みごとなどの相
談をお受けします。� 問＝ふれあい文化センター（☎ 739-0370）

毎週金曜日 午前９時～午後５時
（※施設休館時は休止） ふれあい文化センター

ひとり親家庭
などの相談
（要申込み）

就労支援、子育て支援、養育費、離婚前などの相談を、大阪府母子自立支援員が
お受けします。電話相談は随時お受けします。
� 申＝箕面子ども家庭センター生活福祉課（☎ 737-6878）
� 問＝福祉相談支援室（☎ 738-7770)

障害者（福祉サービス）相談
（要申込み）

� 申＝福祉相談くすのき（☎ 752-1831）　問＝福祉相談支援室（☎ 738-7770）
  4日（水） 午後１時～４時 保健福祉センター

認知症・介護相談

物忘れ、受診しにくい、受診したがこれからどうしたらいいか迷っているなど、
認知症について、本人や家族からの相談をお受けします。
� 問＝地域包括支援センター（☎ 733-2800）
毎月第1火曜日（要予約） 午後２時～４時（１人30分程

度） 地域包括支援センター

行政相談
（要申込み）

国の行政全般について行政相談員が相談や意見・要望を受け付け、公正・中立な
立場から関係行政機関に必要なあっせんを行います。
� 問・申＝広報職員課（☎ 739-3413）
相談日 申込み締切日 午前10時～正午 役場本庁18日（水） 13日（金）

法律相談
（要申込み）

多重債務、訪問販売などの消費者被害、離婚やDVなどの夫婦関係、児童虐待、
遺産相続などの法律的な事柄について、大阪弁護士会所属弁護士が相談をお受け
します。� 問・申＝広報職員課（☎ 739-3413）
相談日 申込み締切日 午後１時～４時

（１人30分）
吉川支所

または電話相談10日（火）   6日（金）
24日（火） 19日（木）

司法書士相談
（要申込み）

不動産の登記手続き、遺言・成年後見や家族信託に関すること、請求額が 140万
円までの民事紛争に関することなどについて、大阪司法書士会所属の司法書士が
相談をお受けします。� 問・申＝広報職員課（☎ 739-3413）
相談日 申込み締切日 午後１時～３時

（１人30分）
吉川支所

または電話相談17日（火） 13日（金）

障害者雇用相談
就労支援コーディネーターが、就労支援相談をお受けします。
� 申＝豊能北障害者就業・生活支援センター（☎ 723-3818）
� 問＝農林商工課（☎ 739-3424）

11日（水） 午後１時～５時 保健福祉センター

教育相談

学習や進路・学校生活の悩み、進学資金など、教育全般についての相談を、教育
専門主事がお受けします。電話相談も受け付けています。
� 問＝西公民館　教育相談室（☎738-5399）または義務教育課（☎739-3427）
毎週火・水・金曜日 午前９時～正午�

午後１時～５時

西公民館（教育相談室）、または�
教育相談窓口（豊能町役場１階）

第２土曜日 西公民館（教育相談室）
第４土曜日 中央公民館（教育相談室）

児童家庭相談

・養護や育成に関することについて� 問＝こども育成課（☎ 739-3432）
・児童虐待に関することについて� 問＝福祉課（☎ 739-3420）
　（電話相談も受け付けています。）
「ここそら」：子育てなどの相談を臨床心理士がお受けします。
� 問＝健康増進課（☎ 738-3813）

18日（水） 午前10時～午後4時 保健福祉センター
お困りごと相談 身近なことで相談したいときは、担当の民生委員・児童委員をご紹介します。

� 問＝福祉課（☎ 739-3420）


